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インドネシア・ロンボク島における「ごみ銀行」活動発展プログラム

【活動場所】 インドネシア ロンボク島

【事業目的】 インドネシアは海のプラスチックごみ世界第2位の排出国であり、国内有数のリゾート地であるロンボク島においても行政

によるゴミ回収は限られゴミが溢れている。「ごみ銀行」(インドネシア独自の廃品回収・不用品クラフト活用システム)の活用と運営支

援し、住民や子供たちへ環境教育を実施することにより、ロンボクのごみの減量化・資源化を目指すもの。

【活動内容】

①エコワークショップの開催（観光客向け21名参加：プラゴミ再利用の広報目的）

②バリ島への研修（3日間、5名参加：活動の中心メンバーへの研修目的）

③クラフトづくり講習会の実施（11名参加）④コンポストづくり講習会実施（10名参加）

⑤学校での環境教育活動（35名参加：助成者が開発した教育プログラムを実施）

⑥清掃活動（ビーチでのクリーンアップ活動へ7回、村の清掃活動へ1回参加）

【活動成果】

支援地におけるゴミ銀行が機能するように、活動の中心となるメンバーの育成も兼ねて上記の

環境教育を実施。ゴミを減らす活動には環境を守る意識が必要だが、ロンボク島では環境教

育を受ける機会があまりなく、参加者の反応は良かった。特に活動の中心となるメンバーは子ど

もたちへの環境教育に強く関心を持っており、今回経験した様々な実践や学ぶことができた多く

の事例から、若者自身が環境教育活動へ積極的に取り込むようにフォローしていく。

エコワークショップの様子

クラフトづくり講習会の様子


